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イオンを皮切りに小売から３Ｑ発表が始まる

安川電やイオン、ファストリは?

経
済
正
常
化
の
一
方
コ
ス
ト
増

第３四半期決算始まる
　

正
月
気
分
が
抜
け
た
と
こ
ろ
で
第
３
四
半
期
決
算
が
２
月
期
企
業

か
ら
本
格
化
し
て
く
る
。
国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
か
ら
脱
却

し
経
済
活
動
が
正
常
化
、
外
食
や
小
売
り
セ
ク
タ
ー
の
集
客
状
況
が
改

善
さ
れ
た
も
の
の
、
原
料
高
が
コ
ス
ト
増
に
直
結
し
製
品
価
格
の
値
上

げ
が
消
費
者
の
買
い
控
え
に
直
結
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
、
第
４

四
半
期
以
降
の
見
通
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
。こ
れ
に
加
え
て
、
３
月
期
企
業
の
動
向
を
占
う
う
え
で

は
１
０
日
発
表
の
安
川
電
機
（
６
５
０
６
）
の
内
容
も
注
視
さ
れ
よ
う
。

　

第
３
四
半
期
発
表
に

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し

て
注
目
さ
れ
る
の
が
１

０
日
発
表
の
安
川
電
機
。

２
３
年
２
月
期
の
通
期

予
想
に
つ
い
て
は
第
２

四
半
期
決
算
時
点
で
売

上
収
益
は
５
５
０
０
億

円
（
前
期
比
１
４
・
８

％
増
）
に
上
方
修
正
す

る
も
営
業
利
益
で
は
７

０
０
億
円
（
同
３
２
・

４
％
増
）
に
下
方
修
正

さ
れ
た
。
こ
の
修
正
予

想
で
も
未
達
リ
ス
ク
を

指
摘
す
る
ア
ナ
リ
ス
ト

が
少
な
く
な

い
が
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
需
要

旺
盛
に
は
変

化
は
な
い
。

株
価
は
全
般

の
地
合
い
悪

も
あ
り
既
に

調
整
し
て
い

る
こ
と
か
ら

決
算
発
表
で

ア
ク
抜
け
と

な
る
可
能
性

も
あ
り
そ
う

だ
。

　

小
売
で
は

イ
オ
ン

（
８
２

６
７
）

が
１
３
日
に
発
表
と
な

る
。
年
末
は
「
イ
オ
ン 

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ

ー
」
を
開
催
し
、
円
安

効
果
か
ら
買
い
得
感
の

あ
る
国
産
の
畜
産
品
や

水
産
品
を
は
じ
め
、
省

エ
ネ
家

電
な
ど

で
販
売

攻
勢
を

か
け
て

い
る
。

　

一
方
、

半
導
体

関
連
で

は
１
１

日
に
ロ

ー
ツ
ェ

（
６
２

３
２
）
、

１
３
日

に
は
２

３
年
８

月
期
の
第
１
四
半
期
と

し
て
ア
ド
テ
ッ
ク
　
プ

ラ
ズ
マ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
６
６
６
８
）
が
発
表

さ
れ
る
。
両
社
と
も
豊

富
な
受
注
残
は
織
り
込

み
済
で
第
４
四
半
期
以

降
の
動
向
が
焦
点
だ
が
、

安
川
電
機
と
同
様
に
株

価
は
大
き
く
調
整
済
み
。

仮
に
決
算
発
表
後
に
ダ

メ
押
し
と
な
れ
ば
買
い

目
線
で
見
る
の
も
一
法

だ
。

　

２
３
年
８
月
期
の
第

１
四
半
期
発
表
で
は
１

２
日
の
フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ
（
９
９
８

３
）
も
見
逃
せ
な
い
。
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12
月
第
５
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

下値の堅さ確認しながら

　

１
月
第
１
週
の
東
京
市
場
は
大
発
会
に
３

７
７
円
安
と
大
幅
に
下
げ
、
２
万
６
０
０
０
円

を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
後
は

戻
す
動
き
で
３
日
間
の
下
落
幅
は
１
２
０
円

に
と
ど
ま
り
、
週
足
は
陽
線
を
引
い
て
い
ま
す
。

改
め
て
金
融

引
き
締
め
へ
の
警
戒
感
が

強
ま
る
な
か
、

テ
ス
ラ
や
ア
ッ
プ
ル
が
売

込
ま
れ
、
米

国
株
も
大
幅
に
下
落
す
る

ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
状
況
で
も
底
堅
さ
が
意

識
さ
れ
ま
し

た
。
一
時
１
２
９
円
台
ま

で
進
ん
だ
円

高
が
円
安
に
傾
き
、
シ
ョ

ー
ト
カ
バ
ー

を
誘
っ
た
よ
う
で
す
が
、

２
万
５
５
０

０
円
近
辺
は
昨
年
来
続
い

て
い
る
ボ
ッ
ク
ス

相
場
の
下
限
で
、
下
値
抵

抗
力
を
発
揮
し
た

か
た
ち
で
す
。

　

連
休
明
け
は
１

２
日
に
発
表
さ
れ
る
米
１

２
月
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）が
焦
点
で
、

神
経
質
な
展
開
に

な
る
で
し
ょ
う
。
引
き
続

き
前
年
末
に
換
金
売
り
に
値
を

崩
し
た
内
需
系
グ
ロ
ー
ス
株
で

リ
バ
ウ
ン
ド
を
狙
う
方
針
で
す

が
、
全
般
下
値
の
堅
さ
を
確

認
し
な
が
ら
慎
重
に
対
処

す
る
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

ホ
ー
プ
一
時
ス
ト
ッ
プ
高

チ
ェ
ン
ジ
と
資
本
業
務
提
携

ホープの日足チャート

　

週
明
け
２
６
日
、
ホ

ー
プ
（
６
１
９
５
）
が

急
伸
、
一
時
ス
ト
ッ
プ

高
ま
で
買
わ
れ
た
。
チ

ェ
ン
ジ
（
３
９
６
５
）

と
の
資
本
業
務
提
携
を

発
表
し
た
。
チ
ェ
ン
ジ

を
割
り
当
て
先
と
し
て

１
株
２
２
６
円
で
第
三

者
割
り
当
て
増
資
を
行

う
。
チ
ェ
ン
ジ
は
ホ
ー

プ
の
筆
頭
株
主
と
な
り
、

同
じ
く
自
治
体
を
対
象

と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
チ
ェ
ン
ジ
傘
下

で
成
長
戦
略
を
進
め
る
。

公
開
価
格
11
円
下
回
る

ア
ル
フ
ァ
パ
チ
ェ
ス
の
初
値

　

ア
ル
フ
ァ
パ
ー
チ
ェ

ス
（
７
１
１
５
）
が
東

証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場

へ
新
規
上
場
、
公
開
価

格
８
８
０
円
を
１
１
円

下
回
る
８
６
９
円
で
初

値
が
生
ま
れ
た
。
間
接

材
の
物
販
事
業
と
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
を
手
が
け
る
。

公
開
価
格
５
％
下
回
る

ダ
イ
ワ
通
信
の
初
値

 
 

　

ダ
イ
ワ
通
信
（
７
１

１
６
）
が
東
証
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
へ
新
規
上

場
、
公
開
価
格
１
７
０

０
円
を
４
・
７
％
下
回

る
１
６
２
０
円
で
初
値

を
つ
け
た
。
防
犯
・
監

視
カ
メ
ラ
や
顔
認
証
技

術
を
利
用
し
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
提
供
な
ど
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
と
モ

バ
イ
ル
事
業
を
行
う
。

公
開
価
格
22
％
下
回
る

ア
ッ
プ
コ
ン
の
初
値

 
 

　

ア
ッ
プ
コ
ン
（
５
０

７
５
）
が
名
証
ネ
ク
ス

ト
市
場
へ
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
２
８
０
円

を
２
２
％
下
回
る
１
０

０
０
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
同
社
は
土
木
工

事
業
を
手
が
け
る
。

インバウンド軒並み高
　

２
７
日
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
（
９
２
０
１
）
、

Ｊ
Ｒ
東
海
（
９

０
２
２
）
、
資
生

堂
（
４
９
１
１
）

な
ど
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
が
軒

並
み
値
を
飛
ば

し
た
。
中
国
国

家
衛
生
健
康
委

員
会
が
入
国
時

の
隔
離
義
務
を

来
年
１
月
８
日

に
解
除
す
る
と

発
表
し
た
。
海

路
や
陸
路
で
の
出
入
国

も
徐
々
に
解
禁
す
る
と

し
て
お
り
、
中
国
人
の

海
外
渡
航
は
「
秩
序
だ

っ
た
方
法
」
で
再
開
さ

せ
る
と
し
、
来
年
は
中

国
か
ら
の
観
光
客
が
増

え
る
と
の
期
待
が
関
連

銘
柄
へ
買
い
を
誘
っ
た
。

公
開
価
格
95
％
上
回
る

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
の
初
値

　

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

（
５
２
４
６
）
が
東
証
グ

ロ
ー
ス
市
場
へ
新
規
上

場
、
公
開
価
格
１
６
０

円
を
９
５
％
上
回
る
３

１
２
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
生
体
認
証
・
画

像
解
析
・
機
械
学
習
技

術
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
本
人
確
認
サ
ー
ビ

ス
「
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｄ　

ｅ
Ｋ
Ｙ
Ｃ
」
と
衣
食
住

の
個
人
最
適
化
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
開
発
・
提

供
を
行
う
。

公
開
価
格
41
％
上
回
る

Ｂ
Ｔ
Ｍ
の
初
値

　

Ｂ
Ｔ
Ｍ
（
５
２
４
７
）

が
東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場

へ
新
規
上
場
、
公
開
価

格
１
５
０
０
円
を
４

１
・
２
％
上
回
る
２
１

１
８
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
同
社
は
地
方
人

財
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
推

進
支
援
な
ど
を
行
う
。

ホ
ー
プ
稀
薄
化
懸
念
後
退

 
 

　

２
８
日
、
ホ
ー
プ
（
６

１
９
５
）
が
続
騰
、
年
初

来
高
値
を
更
新
し
た
。

２
１
年
９
月
に
発
行
し

た
新
株
予
約
権
の
う
ち

８
８
０
０
個
（
発
行
総

数
の
１
７
・
６
％
）
の

大
量
権
利
行
使
が
あ
っ

た
と
発
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
希
薄
化
懸
念
が

後
退
し
た
。
未
行
使
の

新
株
予
約
権
は
１
万
１

２
５
９
個
。
三
菱
商
事

（
８
０
５
８
）
と
の
協
業

や
チ
ェ
ン
ジ
（
３
９
６

２
）
と
の
資
本
業
務
提

携
も
引
き
続
き
材
料
視
。
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ヨシムラフード続騰
生鮮製造加工業者を買収

ヨシムラフードの日足チャート

 
 

　

２
８
日
、

ヨ
シ
ム

ラ
・
フ
ー

ド
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
２

８
８
４
）

が
続
騰
。

マ
ル
キ
チ

の
株
式
７

０
％
を
取

得
し
て
子

会
社
化
す

る
と
発
表

し
た
。
マ
ル
キ
チ
は
北

海
道
に
本
拠
を
置
く
ホ

タ
テ
や
サ
ケ
、
イ
ク
ラ
、

カ
ニ
な
ど
の
製
造
加

工
・
販
売
業
者
で
、
２

１
年
１
２
月
期
は
売
上

高
６
９
億
円
、
経
常
利

益
６
億
６
０
０
０
万
円

を
あ
げ
て
お
り
、
グ
ル

ー
プ
収
益
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
た
。
取
得
総

額
は
２
１
億
６
８
０
０

万
円
で
銀
行
借
り
入
れ

で
賄
う
。
業
績
へ
の
影

響
は
現
在
精
査
中
。

ス
ギ
Ｈ
Ｄ
実
質
減
益

　

ス
ギ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
７
６
４
９
）
が

急
反
落
。
２
３
年
２
月

期
第
３
四
半
期
累
計
の

連
結
決
算
は
、
営
業
利

益
２
１
９
億
円
で
着
地
、

決
算
基
準
変
更
で
比
較

は
な
い
が
、
実
質
減
益

だ
っ
た
こ
と
が
嫌
気
さ

れ
た
。
薬
価
・
調
剤
報

酬
改
定
に
よ
る
処
方
せ

ん
単
価
の
下
落
と
一
部

調
剤
報
酬
の
大
幅
な
引

き
下
げ
、
出
店
競
争
の

激
化
で
収
益
性
が
悪
化

し
た
。

  

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
利
食
売
り

　

２
９
日
、
ク
ス
リ
の

ア
オ
キ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
３
５
４
９
）
が

大
幅
続
落
。
２
３
年
５

月
期
第
２
四
半
期
累
計

の
連
結
決
算
は
、
経
常

利
益
１
１
２
億
５
５
０

０
万
円
（
５
７
・
７
％
増
）

と
前
回
予
想
の
７
９
億

４
２
０
０
万
円
を
大
き

く
上
振
れ
、
市
場
予
測

も
上
回
っ
た
が
、
戻
り

高
値
圏
に
あ
っ
た
こ
と

で
利
益
確
定
売
り
が
優

勢
に
な
っ
た
。
価
格
販

促
施
策
効
果
や
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
自
宅
療

養
機
会
増
加
に
に
よ
り

医
薬
品
需
要
が
拡
大
、

通
期
予
想
の
１
６
０
億

円
に
対
す
る
２
Ｑ
の
進

捗
率
は
７
０
・
３
％
に

達
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｔ
Ｍ
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

Ｂ
Ｔ
Ｍ
（
５
２
４
７
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
７

日
に
東
証
グ
ロ
ー
ス
市

場
へ
新
規
上
場
、
公
開

価
格
を
４
１
・
２
％
上

回
る
２
１
１
８
円
で
初

値
を
つ
け
た
あ
と
利
益

確
定
売
り
に
押
さ
れ
、

再
度
上
値
を
追
う
動

き
。
地
方
人
財
活
用
の

Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
な
ど
を

行
う
こ
と
か
ら
東
京
一

局
集
中
解
消
で
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
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１
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 謹賀新年

日々勇太朗

　２０２３年相場が始まりました。
昨年はロシアのウクライナ侵攻に端
を発したインフレにより各国の長期
金利が上昇し、株式市場には下落圧
力が高まりました。日経平均は前年
比２６９７円安の陰線形成となり、
ドル円は１５．６９円もの円安進行
となりました。米国市場に比べて比
較的穏やかな下落となったのは円安
の影響が大きかったものと思われま
す。
　当面は春先まで一進一退か下落基調を
強める流れと思われますが、今年の注目
点は日銀が利上げに転じるのかどうかと
いうことになりそうです。卯年の株価は
過去、非常に好調でしたので、年後半は
３万円台乗せの可能性があると考えます
が、その前に昨年３月安値の２万４７０
０円近辺や場合によっては２万３０００

円台半ばを試す突っ込みが起
こるのではないかと考えます。
春先までは慎重に対処でしょ
う。

グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
Ｄ
大
幅
増
配

グラファイトＤの日足チャート

　

２
９
日
、
グ
ラ
フ
ァ

イ
ト
デ
ザ
イ
ン
（
７
８

４
７
）
が
急
伸
、
ス
ト

ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ
た
。

２
３
年
２
月
期
の
期
末

配
当
予
想
を
修
正
。
普

通
配
当
１
０
円
に
特
別

配
当
３
０
円
を
実
施
す

る
と
発
表
し
た
。
前
日

終
値
ベ
ー
ス
で
の
配
当

利
回
り
は
８
・
０
％
の

高
水
準
と
な
り
、
利
回

り
妙
味
か
ら
買
い
を
集

め
た
。
会
社
側
で
は
２

５
年
２
月
期
に
か
け
て

の
還
元
方
針
と
し
て
、

普
通
配
当
２
０
円
を
ベ

ー
ス
に
特
別
配
当
を
業

績
に
応
じ
て
期
末
配
当

に
加
算
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
第
３
四
半
期

決
算
の
後
に
特
別
配
当

を
決
め
た
。

アダストリア急反発
23年２月期予想上方修正

　

大
納
会

３
０
日
、

ア
ダ
ス
ト

リ
ア
（
２

６
８
５
）

が
急
反
発
。

２
３
年
２

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
２
３

０
０
億
円

か
ら
２
４
０
０
億
円

（
前
期
比
１
９
・
１
％

増
）
へ
、
営
業
利
益
で

１
０
０
億
円
か
ら
１
２

５
億
円
（
同
９
０
．
４

％
増
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
外
出
需
要
が
回
復

し
、
商
品
企
画
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
も
奏

功
し
た
こ
と
で
原
価
上

昇
や
為
替
の
影
響
を
一

定
程
度
吸
収
で
き
た
。

公
開
価
格
の
２
・
８
倍

ス
マ
サ
ポ
の
初
値

　

前
日
に
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
し

た
ス
マ
サ
ポ
（
９
３
４

２
）
は
上
場
２
日
目
、

公
開
価
格
８
０
０
円
の

２
・
８
倍
と
な
る
２
２

５
０
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
不
動
産
管
理
業

界
に
向
け
た
複
数
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
と
入

居
者
ア
プ
リ
「
ｔ
ｏ
ｔ

ｏ
ｎ
ｏ
」
を
活
用
し
た

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
を
行
う
。

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
Ｉ
は
メ
タ
バ
ー
ス

　

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
Ｉ 

ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

（
５
２
４
０
） 
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
公
開
価
格
６

６
０
円
を
９
４
％
上
回

る
１
２
８
０
円
で
初
値

を
つ
け
た
後
８
９
３
円

ま
で
調
整
し
て
い
た
が
、

買
い
戻
し
の
動
き
。
メ

タ
バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
Ｘ
Ｒ　

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｕ
Ｄ
」
の
運
営
を
行

っ
て
お
り
、
話
題
性
も

あ
る
。

 アジャイル債務超過解消
　

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ

デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
６
５
７

３
）
が
一
段
高
。

債
務
超
過
の
解
消

見
込
み
と
発
表
し

た
。
古
知
に
割
り

当
て
た
新
株
予
約
権
の

う
ち
一
部
が
行
使
さ
れ
、

払
込
が
な
さ
た
。

海
運
コ
ン
テ
ナ
運
賃
下
落

　

大
発
会
４
日
、
日
本

郵
船
（
９
１
０
１
）
、
商

船
三
井
（
９
１
０
４
）
、

川
崎
汽
船
（
９
１
０
７
）

の
大
手
海
運
株
が
大
幅

安
。
１
２
月
３
０
日
に

発
表
さ
れ
た
中
国
コ
ン

テ
ナ
運
賃
指
数
で
北
米

西
航
路
が
前
週
比
７
・

６
％
安
の
８
３
７
・
７

７
と
大
き
く
落
ち
込
ん

で
お
り
、
世
界
景
気
減

速
に
伴
う
運
賃
の
一
段

の
下
落
が
警
戒
さ
れ
た
。

モ
リ
テ
ッ
ク
は
ス
ト
ッ
プ
高

　

モ
リ
テ
ッ
ク 

ス
チ
ー

ル
（
５
９
８
６
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
「
政
府
が
小

型
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
を
数
分
で
充
電
で

き
る
高
出
力
充
電
器
の

普
及
に
乗
り
出
す
」
と

伝
わ
っ
た
。
出
力
が
高

い
機
器
の
設
置
や
取
り

扱
い
に
用
し
て
い
る
規

制
を
大
き
く
緩
和
、
街

角
へ
の
設
置
を
促
す
。

２
０
３
０
年
に
１
５
万

基
の
Ｅ
Ｖ
充
電
器
整
備
、

を
め
ざ
し
て
お
り
、
Ｅ

Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
ス
タ

ン
ド
を
扱
う
同
社
や
東

光
高
岳
（
６
６
１
７
）
、

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

（
４
１
６
９
）
な
ど
に
も

買
い
が
向
か
っ
た
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

短
期
的
売
ら
れ
過
ぎ
感

ビリングシス引続き注目

　

新
年
の
株
式
市
場
も
膠
着
感
が
強

い
動
き
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
が
豪

州
産
石
炭
の
輸
入
規
制
一
部
解
除
の

検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
な
ど
を
受

け
て
対
中
関
係
の
緊
張
緩
和
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
議
事
要
旨
で
参
加
者

が
「
一
段
の
利
上
げ
が
必
要
に

な
る
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
た

こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
こ
と
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
の
上
値

を
抑
え
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数
が
上
昇
し
た
流

れ
を
受
け
て
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
や
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク
、
キ
ー

エ
ン
ス
な
ど
半

導
体
関
連
が
買

わ
れ
、
ホ
ン
ダ

と
の
合
弁
会
社

で
電
気
自
動
車

を
公
開
し
た
ソ

ニ
ー
グ
ル
ー
プ

も
続
伸
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ

の
半
面
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
や
三
井
住
友
が
利

益
確
定
売
り
に
押
さ

れ
て
い
ま

す
。

　

日
経
平

均
は
昨
年

１
０
月
３

日
安
値
手
前
で
下

げ
止
ま
っ
て
い
る

形
で
す
が
、
底
打

ち
感
が
広
ま
る
に

は
も
う
少
し
下
値
固
め
が
必
要
で
し

ょ
う
。
た
だ
、
昨
年
１
２
月
１
４
日

高
値
か
ら
は
既
に
２
５
０
０
円
幅
も

下
げ
て
い
る
た
め
に
短
期
的
に
は
売

ら
れ
過
ぎ
感
も
で
て
い
ま
す
の
で
、

一
旦
は
戻
す
動
き
に
な
っ
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

お
そ
ら
く
次
の
日
銀
会
合
の
結
果

発
表
が
あ
る
１
８
日
手
前
に
再
度

警
戒
感
が
高
ま
る
の
で
は
と
見
て

い
ま
す
の
で
、
戻
し
た
と
し
て
も

短
期
的
な
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

武
田
薬
品
（
４
５
０
２
）
は
４

日
に
４
０
２
５
円
ま
で
下
落
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
５
日
線
ま
で
回

復
し
ま
し
た
の
で
、
一
旦
は
底
打

ち
感
が
で
そ
う
で
す
。
ウ
ェ
ル
ブ

レ
イ
ド
Ｒ
（
９
５
６
５
）
、
ビ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム

（
３
６
２
３
）

と
も
既
に
高

値
か
ら
の
売

り
は
一
巡
し

て
い
る
と
思

い
ま
す
で
、
引

き
続
き
注
目
で

す
。
Ｊ
フ
ロ
ン

ト
（
３
０
８
６
）

も
移
動
平
均
線

に
接
近
し
下
値

に
届
い
て
き
ま

し
た
。

銀行株が買われる
さらなる緩和縮小報道で思惑

三菱ＵＦＪの日足チャート

　
４
日
、

三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル

ー
プ
（
８

３
０
６
）
、

三
井
住
友

フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ

（
８
３
１

６
）
の
メ

ガ
バ
ン
ク

を
は
じ
め
銀
行
株
が
再

び
買
わ
れ
た
。
今
月
末

の
日
銀
金
融
政
策
決
定

会
合
で
さ
ら
な
る
緩
和

縮
小
の
可
能
性
が
一
部

で
報
じ
ら
れ
た
こ
と
が

思
惑
買
い
を
誘
っ
た
。

国
内
長
期
金
利
上
昇
に

よ
る
運
用
利
ザ
ヤ
拡
大

で
収
益
改
善
が
期
待
さ

れ
、
配
当
利
回
り
の
高

さ
か
ら
中
期
ス
タ
ン
ス

の
資
金
が
流
入
し
た
。

子
育
て
異
次
元
少
子
化
対
策

 
 

 
 

　

５
日
、
ベ
ビ
ー
カ
レ

ン
ダ
ー
（
７
３
６
３
）
、

幼
児
活
動
研
究
会
（
２

１
５
２
）
、
カ
ラ
ダ
ノ

ー
ト
（
４
０
１
４
）
な

ど
子
育
て
関
連
銘
柄
の

上
昇
が
目
立
っ
た
。
岸

田
首
相
が
年
頭
記
者
会

見
で
、
異
次
元
の
少
子

化
対
策
に
取
り
組
む
方

針
を
表
明
、
児
童
手
当

な
ど
の
経
済
的
支
援
や

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
、
育
児
休
業
制
度
な

ど
働
き
方
改
革
の
推
進

を
図
る
構
え
で
、
子
ど

も
予
算
の
倍
増
に
向
け

た
大
枠
を
６
月
ま
で
に

示
す
意
向
を
表
明
し
た

こ
と
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
拡
大
を
期
待

し
た
買
い
が
関
連
銘
柄

に
広
が
っ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
軟
調

 
 

 
 

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
（
９
２
０

１
）
や
三
越
伊
勢
丹
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
３

０
９
９
）
、
マ
ツ
キ
ヨ

コ
コ
カ
ラ
＆
カ
ン
パ
ニ

ー
（
３
０
８
８
）
寿
ス

ピ
リ
ッ
ツ
（
２
２
２

２
）
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
関
連
が
軟
調
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大

し
て
い
る
中
国
本
土
か

ら
の
入
国
者
に
、
政
府

が
感
染
検
査
を
義
務
付

け
る
な
ど
水
際
規
制
を

強
化
し
た
こ
と
か
ら
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
減

少
が
懸
念
さ
れ
た
。

ソ
ニ
ー
Ｇ
新
型
Ｅ
Ｖ
初
公
開

 
 

 
 

 

　

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ

（
６
７
５
８
）
と
ホ
ン

ダ
（
７
２
６
７
）
が
続

伸
。
米
国
ネ
バ
ダ
州
ラ

ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０

２
３
」
で
合
弁
会
社
ソ

ニ
ー
・
ホ
ン
ダ
モ
ビ
リ

テ
ィ
が
新
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
フ
ィ
ー
ラ
」
を
発

表
、
現
在
開
発
中
の
新

型
Ｅ
Ｖ
を
世
界
初
公
開

し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２

３
で
は
何
ら
か
の
発
表

が
予
告
さ
れ
て
お
り
、

関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。

https://marketpress.jp/
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相
場
展
望

投
資
開
始
に
絶
好
の
年

株
価
反
転
時
期
前
倒
し
の
可
能
性
も

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

今
年
の
各
金
融
機
関
の
日
本
株
年

間
見
通
し
は
、
前
半
低
迷
、
後
半
反

発
で
概
ね
一
致
し
て
い
る
よ
う
だ
。

米
国
の
引
き
締
め
長
期
化
観
測
と
景

気
後
退
リ
ス
ク
が
年
前
半
の
圧
迫
要

因
と
な
る
と
の
見
立
て
は
一
見
説
得

力
を
帯
び
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
が

相
場
の
常
だ
ろ
う
。

　

１
２
月
開
催
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事
要

旨
で
は
「
２
０
２
３
年
中
の
利
下
げ

開
始
を
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」
ら
し
い
。

そ
う
し
た
発
信
に
米
国
株
式
市
場
は
相
変
わ
ら
ず

一
喜
一
憂
の
反
応
だ
。
た
だ
、
当
時
は
１
０
月
以

降
続
い
た
リ
ス
ク
オ
ン
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

市
場
の
楽
観
を
け
ん
制
す
る
意
味
合
い
が
強
か
っ

た
と
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
労
働
市
場
が
サ
ー
ビ

ス
業
や
中
規
模
以
下
の
企
業
を
中
心
に
依
然
タ
イ

ト
な
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
今

後
の
景
気
・
株
価
動
向
次
第
で
急
変
動
す
る
可
能

性
が
あ
る
指
標
だ
と
見
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
の
景
気
後
退

の
顕
在
化
は
同
時
に
引
き
締

め
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
や
将
来
の

利
下
げ
前
倒
し
観
測
に
結
び

付
く
こ
と
は
意
識
す
べ

き
で
、
市
場
の
読
み
よ

り
株
価
反
転
時
期
が
前

倒
し
に
な
る
可
能
性
は
低
く

な
い
と
見
て
い
る
。

　

日
本
に
限
れ
ば
、
今
年
は

「
デ
フ
レ
時
代
の
失
わ
れ
た

３
０
年
か
ら
の
脱
却
」
や
１

０
年
続
い
た
黒
田
日
銀
総
裁

の
交
代
な
ど
節
目
の
年
に
な

り
そ
う
だ
。
岸
田
政
権
は
今
ま
で
棚
上
げ
し
て
き

た
待
っ
た
な
し
の
政
策
課
題
に
本
気
で
取
り
組
む

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
構
造
的
賃
上
げ
、
投
資
促

進
、
少
子
化
対
策
、
防
衛
力
強
化
な
ど
だ
。
ハ
ー

ド
ル
は
低
く
な
い
が
、
求
心
力
浮
上
に
向
け
た
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
具
体
策
が
時
代
の
転
換
に
繋
が

る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
。
市
場
が
恐
れ
て
い

る
金
融
政
策
の
修
正
に
関
し
て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
大
き
な
混
乱
を
回
避
出
来
る
こ
と
が
絶
対
条
件

に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
先
送
り
さ
れ
る
か
株
価

を
見
な
が
ら
微
調
整
に
と
ど
ま
る
と
い
う
の
が
メ

イ
ン
シ
ナ
リ
オ
だ
ろ
う
。

　

日
経
平
均
の
予
想
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
年
末
か
ら
の
株
価

下
落
で
現
在
１
２
倍
前
後
ま
で
下
落
し
て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
の
平
均
約
１
４
倍
と
比
較
し

て
も
明
ら
か
に
割
安
水
準
で
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｒ
の
逆

数
で
あ
る
益
回
り
は
８
％
以
上
あ
り
、
長
期
金
利

が
０
・
５
％
ま
で
０
・
２
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た

と
こ
ろ
で
歴
史
的
に
異
常
な
ギ
ャ
ッ
プ
状
態
に
あ

る
こ
と
に
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
。
今
年
は
足
元

の
株
価
低
迷
や
政
策
期
待
も
あ
り
、
株
式
投
資
に

よ
る
資
産
形
成
を
始
め
る
に
は
絶
好
の
年
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

３
月
ま
で
は
割
安
高
配
当
銘
柄
、
年
後
半
以
降

ま
で
睨
め
ば
米
国
金
利
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
視
野
に

ハ
イ
テ
ク
、
グ
ロ
ー
ス
株
の
押
し
目
を
狙
い
た
い
。

個
別
で
は
日
本
製
鉄
（
５
４
０
１
）
住
友
金
属
鉱

山
（
５
７
１
３
）
ソ
ニ
ー
（
６
７
５
８
）
な
ど
。

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
Ｉ
は
Ｓ
高
で
新
値

メ
タ
バ
ー
ス
関
連
と
し
て
人
気

ｍｏｎｏＡＩの
　　　日足チャート

　

週
末
６
日
、
ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
Ａ
Ｉ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
５
２
４

０
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
で

最
高
値
を
更
新
し
た
。

１
２
月
２
０
日
に
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
へ
新
規

上
場
、
公
開
価
格
６
６

０
円
を
９
４
％
上
回
る

１
２
８
０
円
で
初
値
が

生
ま
れ
、
そ
の
後
は
８

９
３
円
ま
で
調
整
し
て

い
た
が
、
買
い
戻
し
の

動
き
に
な
っ
て
い
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｘ
Ｒ　

Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
」
を
運
営
し

て
お
り
、
メ
タ
バ
ー
ス

関
連
の
話
題
性
も
あ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
既
存
店
10
％
減

　

ジ
ン
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
３
０
４
６
）

が
急
落
。
１
２
月
の
月

次
売
上
高
速
報
は
、
全

店
で
前
年
同
月
比
７
・

１
％
増
、
既
存
店
で
同

１
０
・
１
％
減
と
な
っ

た
。
前
年
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
商
品
の
反
動

や
全
国
旅
行
支
援
に
よ

り
観
光
や
飲
食
な
ど
に

需
要
が
向
け
ら
れ
、
ア

イ
ウ
エ
ア
の
購
買
に
は

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

Ｆ
＆
Ｌ
Ｃ
減
収
率
縮
小

　　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

＆ 

Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｅ
（
３
５
６
３
）
が
大
幅

続
伸
。
１
２
月
度
の
国

内
ス
シ
ロ
ー
既
存
店
売

上
高
は
前
年
同
月
比
２

２
・
３
％
減
と
７
カ
月

連
続
前
年
割
れ
だ
っ
た

が
、
１
１
月
の
２
５
・

２
％
減
か
ら
減
収
率
が

縮
小
し
た
こ
と
で
買
戻

し
が
優
勢
に
な
っ
た
。

https://www.kosei.co.jp/
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厳選

活躍期待活躍期待銘柄

自治体利用で存在感高まる

23年6月期は大幅黒字転換へ

（４３８５）メルカリ

マイクロ波の応用開発で飛躍

マイクロ波化学（９２２７）

23年3月期32％増収で黒字化

　

マ
イ
ク
ロ
波
化
学
（
９
２
２
７
）

は
年
末
の
換
金
売
り
に
値
を
崩
し

た
が
、
１
１
月
に
付
け
た
最
高
値

３
１
０
５
円
か
ら
７
５
日
線
水
準

の
１
７
１
１
円
ま
で
４
５
％
の
押

し
目
を
入
れ
日
柄
、
値
幅
と
も
調

整
完
了
、
出
直
り
に
転
じ
て
き
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
波
プ
ロ
セ
ス
の
研
究

開
発
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ラ
イ
セ
ン

ス
を
手
掛
け
、
国
内
初
マ
イ
ク
ロ

波
活
用
の
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
大

型
実
証
設
備
や
凍
結
乾
燥
技
術
、

革
新
的
炭
素
繊
維
製
造
技
術
実
証

設
備
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
新
規
分

野
、
領
域
に
応
用
開
発
を
進
め
る
。

将
来
を
見
据
え
た
先
端
開
発

の
一
方
で
、
脱
炭
素
関
連
開

発
案
件
の
引
き
合
い
が
増
加
、

食
品
・
医
薬
向
け
に
世
界
初

の
マ
イ
ク
ロ
波
多

段
式
凍
結
乾
燥
装

置
の
販
売
も
開
始

し
て
お
り
、
２
３

年
３
月
期
は
３
２

％
の
大
幅
増
収
で

先
行
投
資
負
担
を

吸
収
し
て
黒
字
転

換
を
見
込
む
。

　

大
き
な
成
長
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘

め
、
当
面
２
５
日

線
奪
回
か
ら
全
値

戻
し
へ
。　
　

（
さ
）

 

　

メ
ル
カ
リ
（
４
３
８
５
）
の
株

価
は
昨
年
１
１
月
１
４
日
の
３
１

９
０
円
を
高
値
に
５
０
日
線
割
れ

と
な
る
２
５
３
７
円
ま
で
１
２
月

２
３
日
に
調
整
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
は
出
直
る
動
き
と
な
っ
て
き

た
。

　

ア
プ
リ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
効
果

に
よ
り
、
２
３
年
６
月
期
に
関
し

て
は
第
１
四
半
期
（
７
～
９
月
）

連
結
売
上
高
で
４
０
０
億
２
９
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比
１
９
・
０

％
増
）
、
営
業
利
益
で
３
１
億
１

９
０
０
万
円
（
同
３
・
７
倍
）
と

大
幅
な
増
収
増
益
を
達
成
。
通
期

予
想
は
開
示
し
て
い
な
い
も

の
の
、
前
期
の
３
７
億
１
５

０
０
万
円
赤
字
か
ら
は
大
幅

な
黒
字
転
換
と
な
り
そ
う
だ
。

　

年
明
け
に
「
自

治
体
が
粗
大
ゴ
ミ

と
し
た
回
収
し
た

家
具
な
ど
を
メ
ル

カ
リ
を
通
じ
て
販

売
し
て
い
る
」
こ

と
が
伝
え
ら
れ
た
。

自
治
体
の
利
用
が

確
認
さ
れ
た
こ
と

で
、
フ
リ
マ
ア
プ

リ
国
内
ト
ッ
プ
と

し
て
の
同
社
の
存

在
感
が
高
ま
り
そ

う
だ
。　
　

（
と
）



marketpress8 第346号 2023年1月9日

※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
平田機工（６２５８） Ｊテックコーポ（３４４６）

スクエニＨＤ（９６８４） 村田製作所（６９８１）

　昨年１１月８日高値から急落。昨年１２
月２０日の５９４０円で一旦は底打ち感も
２６万株超の買い残重石で戻り売り圧力強
く、８月安値５７４０円も意識。家庭用好
調もスマホゲーム不振をネガティブ視。

　１２月１９日の昨年来高値３６９５円か
ら２５日線まで押し目を入れ、スピード調
整完了。水晶振動子ウエハ加工システム好
調で今期８５％の大幅増収で黒字浮上へ。
高値抜けから４０００円大台を目指す。

　日足陰転のあと５日線に上値を抑えられ
下値模索続く。円高進行で今期一段の下振
れが警戒され、押し目買いに積み上がった
信用買い残も重荷。大勢下降トレンドのな
か２０年３月安値４６０２円も視野に入る。

　１２月１９日に５７６０円を付けた後に
調整するも５０日線手前に下げ止まる動き。
ＯＬＥＤはスマホからタブレットへと大画
面への採用拡大、自動車ではＥＶ関連が加
速。昨年１１月高値５８４０円奪回期待。
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株街往来
星野三太郎の

～希望が見えない新年～
 

　

新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か
ら

原
料
高
、
物
価
高
騰
、
地
政

学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
か
ら
国

内
で
の
軍
事
力
増
強
論
議
、

そ
し
て
岸
田
首
相
に
よ
る
増

税
示
唆
と
、
ウ
ン
ザ
リ
す
る

よ
う
な
不
安
要
素
が
あ
り
、

今
年
に
は
こ
れ
ら
が
国
民
に

の
し
か
か
っ
て
来
る
恐
怖
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
政
治
家
含
め
て
背
負
う
な
ら
理

解
も
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
当
選
後
に
一
度

た
り
と
も
議
会
に
当
院
せ
ず
と
も
高
額
な
歳
費
を
受
け
取

り
続
け
る
議
員
を
野
放
し
に
す
る
な
ど
、
国
民
か
ら
み
れ

ば
好
き
放
題
に
す
る
政
治
家
を
み
れ
ば
、
な
ぜ
国
民
だ
け

が
苦
労
を
背
負
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
疑
問
に
思
う
の

は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

与
党
は
増
税
前
に
は
解
散
総
選
挙
で
国
民
に
信
を
問
う

と
は
言
っ
て
る
も
の
の
、
身
を
切
る
改
革
を
打
ち
出
す
候

補
者
が
い
な
け
れ
ば
、
白
票
を
投
じ
た
り
、
選
挙
に
行
か

な
い
行
為
を
す
る
有
権
者
は
増
え
る
だ
ろ
う
か
ら
、
国
民

の
生
活
は
更
に
苦
し
く
な
っ
て
行
く
と
思
う
。
生
活
が
苦

し
く
な
れ
ば
若
者
は

結
婚
や
子
作
り
を
諦

め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
先
に
見
え
る
の

は
国
の
崩
壊
だ
。
希

望
が
見
え
な
い
新
年

は
悲
し
い
。

ＤｍＭｉＸロゴ

環境・社会・ガバナンスへ対応評価

 

ＤｍＭｉＸ

ＦＴＳＥのＥＳＧ指数初採用

　
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ミ
ッ
ク
ス
（
７
３
５
４
）
は
、 

Ｅ

Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

に
つ
い
て
優
れ
た
対
応
を
行
っ
て

い
る
日

本
企
業

を
対
象

と
し
た

指
数
「
Ｆ

Ｔ
Ｓ
Ｅ 

Ｂ
ｌ
ｏ

ｓ
ｓ
ｏ

ｍ　

Ｊ

ａ
ｐ
ａ

ｎ　

Ｉ

ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
」 

の
構
成
銘
柄
に
昨
年

末
、
初
め
て
選
出
さ
れ
た
。

　

「 

Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ 

Ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
」
は
、

ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
グ
ル
ー
プ

子
会
社
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
門
で

あ
る
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ 

Ｒ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ

社
が
、 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
の
高
い
日
本

企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
測
定

す
る
た
め
に
設
計
し
た
指
標
で
、 

世
界
中
の
投
資
家
か
ら
重
要
な
投

資
判
断
基
準
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　

同
社
は
２
１
年
１
１
月
に
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
様
々
な
情
報

開
示
の
拡
充
を
進
め
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

テニスラケットＮＥＷ「ＦＸ」シリーズ

しなやかな打球感とパワー住
友
ゴ
ム

テニスラケットＮＥＷ「ＦＸ」シリーズ

 

　住友ゴ
ム工業（５
１１０）
グループ
のダンロ
ップスポ
ーツマー
ケティン
グは、進
化したグ

ロメット下の溝構造により、しなやかな打球
感とさらなるパワーアップを実現したパワー
系テニスラケットＮＥＷ「ＦＸ」シリーズ５
機種を２０２３年１月１６日から販売する。
　ＮＥＷ「ＦＸ」シリーズは、グロメット下の
中央に小溝を設けた新構造「ＰＯＷＥＲ ＢＯ
ＯＳＴ＋ ＧＲＯＯＶＥ（パワーブーストプラ
スグルーブ）」を採用。小溝の深さと幅を従来
モデルから約５０％拡大しました。これによ
りフレームとストリングのたわみ量が増加し、
反発性の向上に加え、スイートエリアの拡大
を実現している。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

本格的上昇は６月頃か?
今年の株式投資は妙味あり

卯
年
相
場
は
年
間
16
％
上
昇

日本電産の日足チャート

　２０２２
年はインフ
レを抑制す
るために、
米連邦準備
理事会（Ｆ
ＲＢ）をは

じめ世界の中銀が積極的な利上げに動き、景気
悪化懸念から株式の売りが優勢となった一年だ
った。
　日経平均は２万６０９４円で昨年最後の取引
を終えた。年間ベースでは２６９８円（９％）
安と４年ぶりの下落となった。ダウ工業株３０
種平均は３万３１４７ドルで終え、年間で３，
１９１ドル（９％）安となった。多くの機関投
資家がベンチマークとするＳ＆Ｐ５００種株価
指数は１９％下落。ハイテク株の多いナスダッ
ク総合株価指数は３３％安となり、いずれも年
間の下落率は金融危機のあった２００８年以来
の大きさだった。
　Ｓ＆Ｐ５００構成銘柄の時価総額は３４兆２
５００億ドルと１年間で８兆５１００億ドル
（１，１００兆円）減った。東証の時価総額６
７５兆円の２倍近くが吹き飛んだことになる。
コロナ禍によるサプライチェーン（供給網）の
寸断と中国政府のゼロコロナ政策の失敗、米国
による中国への経済的制裁による中国景気の悪
化と利上げによる世界経済の悪化が株安の背景
だ。
　インフレの加速は昨年２月２４日、プーチン
大統領によるロシア軍のウクライナ侵攻だ。ロ

シアに対
する国際
的な経済
制裁で正
常な取引
ができな
くなった
ことによ
り、世界
的なイン

フレが進ん
だ。インフ
レ沈静化に
ＦＲＢは昨
年３月に０．
２５％の利
上げを行な
い、５月に
は０．５％、
６月に０．
７５％、７
月も０．７
５％、９月
も０．７５
％、１１月
も０．７５
％、１２月
は０．５％
と合計７回
で４．２５％の利上げを実施した。
　フェデラルファンド（ＦＦ）金利先物
から市場が想定する政策金利の経路は今
年２月と３月に０．２５％ずつ利上げし、
利上げの最終的な到達点（ターミナルレ
ート）は４．７５～５．００％を予想し
ている。７月から利上げを行なわず据え
置きが続き、１１月から利下げに転じる
と想定する。
　ハイテク株と日米の株式市場が本格的
に上昇するのは最後の利上げが行なわれ
る６月頃になるだろう。今年は株式相場
の格言で「卯は跳ねる」とされる卯年。
日経平均の十二支別平均年間騰落率（１
９４９～２０２１年）で「卯」は約１６
％上昇と４番目に高い。年間騰落では６
回中４回上昇と、前年の「寅（とら）」
の７回中１回上昇と比べ勝率は高い。今
年の株式投資は妙味がありそうだ。
　潮流銘柄は日本電産（６５９４）、ジ
ャストプランニング（４２８７）、エス
イー（３４２３）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ナスダック指数の日足チャート

日本銀行本店

年
前
半
は
短
期
売
買
に
徹
す
る

日
本
株
復
活
に
期
待

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
２
０
円
安
と
今
年
第
１
週
は

週
足
陰
線
、
ま
た
４
週
連
続
の
陰

線
と
な
っ
た
。
先
週
は
年
明
け
よ

り
為
替
が
１
２
０
円
台
ま
で
円
高

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
株
価
は
軟
調

な
動
き
と
な
っ
た
。

　

昨
年
は
１
年
間
で
日
経
平
均
で

約
９
・
３
６
％
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
で
５
・

０
５
％
の
下
落
と
な
り
、
２

０
１
８
年
以
来
の
年
足
陰
線

と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
（
約
９

％
安
）
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
（
約
３

３
％
安
）
に
比
べ
る
と
下
落

率
が
低
い
の
は
、
イ
ン
フ
レ
率
の

低
さ
や
金
融
緩
和
政
策
の
影
響
で

あ
ろ
う
。

　

特
に
ナ
ス
ダ
ッ
ク
で
指
数
を
押

し
上
げ
て
い
た
「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
」

の
下
落
が
大
き
く
、
こ
の
５
社
で

時
価
総
額
の
減
少
額
は
３
兆
６
６

０
０
億
ド
ル
に
上
る
。
年
明
け
の

相
場
で
も
テ
ス
ラ
株
が
大
幅
に
売

ら
れ
る
な
ど
以
前
の
主
力
株
離
れ

は
顕
著
で
あ
る
。

　

今
年
は
世
界
的
な
景
気
後
退
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
上
昇

は
期
待
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
大
規
模
な
金
融

緩
和
政
策
の
出
口
戦
略

に
注
目
が
集
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
銀
の

金
融
政
策
決
定
会
合
が
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
意
識
さ
れ
よ
う
。

　

世
界
で
唯
一
の
低
イ
ン
フ
レ

で
推
移
し
て
い
る
我
が
国
が
賃

上
げ
ム
ー
ド
の
高
ま
り
で
イ
ン

フ
レ
率
を
超
え
る
賃
上
げ
が
行

わ
れ
、
消
費
に
悪
影
響
を
大
き

く
与
え
ず
推
移
で
き
た
の
で
あ
れ

ば
、
日
本
株
の
再
評
価
に
つ
な
が

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

世
界
的
な
投
資
基
準
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ

の
上
昇
な
ど
企
業
努
力
が
必
要
な

こ
と
は
多
く
あ
る
が
、
世
界
が
萎

縮
す
る
な
か
日
本
株
を
見
直
し
て

も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

今
年
は
消
去
法
で
買
わ
れ
る
日
本

で
は
な
く
、
ま
ず
第
一
に
フ
ァ
ン

ド
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
ア
ジ
ア
株

の
代
表
と
し
て
の
日
本
株
に
復
活

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

今
週
は
月
曜
日
が
休
日
の
た
め

４
日
立
ち
合
い
と
な
る
。
チ
ャ
ー

ト
的
に
は
リ
バ

ウ
ン
ド
局
面
と

な
り
そ
う
で
あ

る
。
週
末
に
上

値
を
抑
え
ら
れ

て
い
た
５
日
移

動
平
均
線
（
２

万
５
９
４
０
円

処
）
を
抜
け
て

き
た
。
２
５
日

移
動
平
均
線
（
２

万
７
０
４
９
円

処
）
ま
で
は
距

離
が
あ
る
が
、
戻
り
を
期
待
で
き

る
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
は
一
目
均

衡
表
の
転
換
線
（
２
万
６
１
４
１

円
処
）
を
引
け
値
で
抜
い
て
く
る

か
で
あ
ろ
う
。
抜
け
て
く
れ
ば
年

末
に
上
値
を
抑
え
ら
れ
て
い
た
２

万
６
６
０
０
円
程
度
ま
で
の
上
昇

は
期
待
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
下
値
は
２
万
５
７
０
０

円
処
。
年
初
よ
り
売
り
が
出
た
が
、

２
万
５
５
０
０
円
処
は
堅
い
下
値

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
水
準
を
試

す
こ
と
な
く
押
し
目
買
い
が
入
っ

て
い
た
。
当
面
の
下
値
は
２
万
５

５
０
０
円
と
思
わ
れ
、
今
週
は
２

５
７
０
０
円
か
ら
２
万
６
６
０
０

円
の
レ
ン
ジ
を
想
定
す
る
。
今
年

前
半
は
リ
バ
ウ
ン
ド
狙
い
の
買
い

で
短
期
売
買
に
徹
し
た
い
。

　

今
年
も
本
欄
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

 

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記者の視点

相場見通し

短
期
的
売
ら
れ
過
ぎ
感

１
年
先
期
待
イ
ン
フ
レ
率
注
視

 

　

１
月
第
１
週
の
東
京

市
場
は
大
発
会
の
４
日

に
日
経
平
均
で
２
万
５
６
６
１

円
８
９
銭
ま
で
値
を
崩
し
て
、

そ
の
後
は
週
末
の
６
日
に
２
万

６
０
０
０
円
台
を
回
復
す
る
動

き
に
な
っ
た
。

　

値
を
崩
す
動
き
に
な
っ
た
一

因
は
急
激
な
円
高
で
、
実
需
の

動
き
が
な
い
な
か
で
３
日
に
は

一
時
、
１
ド
ル
１
２
９
円
５
０

銭
を
付
け
る
動
き
が
あ
り
、
ナ

ス
ダ
ッ
ク
市
場
の
急
落
に
加
え

て
ナ
イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
祝
日

取
引
で
の
日
経
平
均
先
物
の
軟

調
な
動
き
を
見
て
大
発
会
は
大

幅
安
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
は
昨
年
１

２
月
の
Ａ
Ｄ
Ｐ
全
米

雇
用
リ
ポ
ー
ト
で
非

農
業
部
門
の
雇
用
者

数
が
前
月
比
２
３
万

５
０
０
０
人
増
と
市

場
予
想
の
１
５
万
３

０
０
０
人
増
を
大
き

く
上
回
っ
た
こ
と
や

週
間
の
米
新
規
失
業

保
険
申
請
件
数
が
市

場
予
想
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
こ
れ
ら
に

よ
り
ド

ル
が
買

わ
れ
、

１
ド
ル

１
３
４

円
近
く
ま
で
円
安
が
進
行
。
そ

の
後
は
一
部
報
道
で
「
日
銀
が

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
再
修
正
を
急
が
ず
、
１
２

月
の
決
定
の
影
響
と
効
果
を
見

極
め
る
」
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と

で
買
戻
し
の
動
き
と
な
っ
た
。

　

既
に
昨
年
１
２
月
１
４
日
高

値
か
ら
は
２
５
０
０
円
幅
で
下

げ
て
い
る
こ
と
や
カ
ラ
売
り
比

率
も
５
１
％
に
上
昇
し
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
短
期
的

に
は
売
ら
れ
過
ぎ
感
が
出
て
お

り
、
一
旦
は
リ
バ
ウ
ン
ド
狙
い

が
活
発
化
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

今
週
は
米
国
で
１
３
日
に
１

月
ミ
シ
ガ
ン
大
学
１
年
先
期
待

イ
ン
フ
レ
率
が
発
表
さ
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
コ
ア
Ｃ
Ｐ

Ｉ
の
市
場
予
想
は
前
年
比
＋

５
・
７
％
と
、
１
１
月
か
ら
一

段
と
伸
び
率
が
低
下
す
る
見
通

し
。
予
想
通
り
な
ら
利
上
げ
長

期
化
の
懸
念
が
後
退
す
る
が
、

そ
の
逆
な
ら
株
価
に
は
再
度
下

落
懸
念
が
高
ま
る
だ
け
に
注
意

が
必
要
。
週
末
は
オ
プ
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｑ
で
、
そ
の
先
は
１
７
日
と

１
８
日
に
日
銀
金
融
政
策
決
定

会
合
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
先

物
を
通
じ
て
思
惑
的
な
動
き
も

否
定
で
き
な
い
。

　

個
別
で
は
２
月
決
算
の
第
３

四
半
期
発
表
が
本
格
化
す
る
。

１
０
日
の
安
川
電
機
（
６
５
０

６
）
、
１
２
日
の
東
宝
（
９
６

０
２
）
な
ど
に
注
目
。

今週のスケジュール

 

・10日 11月家計調査
　　　 12月東京都区部消費者物価
・11日 11月景気動向指数
・12日 12月都心オフィス空室率
　　　 12月景気ウォッチャー調査
　　　 中国12月生産産者物価、中国12月消
　　　 費者物価
　　　 米12月消費者物価
・13日 12月マネーストック
　　　 オプションSQ
　　　 中国12月貿易収支
　　　 米1月ミシガン大学消費者マインド指
　　　 数
　　　 日米首脳会談(ワシントン)
・16日 12月国内企業物価指数
　　　 12月工作機械受注
　　　 休場:米
・17日 日銀金融政策決定会合(〜18日)
　　　 11月第三次産業活動指数
　　　 中国12月工業生産、小売売上高、都
　　　 市部固定資産投資、10-12月期GDP
　　　 独1月ZEW景況感指数
・18日 黒田日銀総裁会見
　　　  日銀｢経済･物価情勢の展望｣(展望レ
　　　 ポート)
　　　 11月機械受注
　　　 12月訪日外客数
　　　 米12月生産者物価、米12月小売売上
　　　 高
　　　 米12月鉱工業生産･設備稼働率
・19日 12月貿易統計
　　　 米12月住宅着工件数
・20日 12月消費者物価
　　　 米12月中古住宅販売件数

編 

集 

後 

記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ん

は
正
月
休
み
を
い
か
が
お
過
ご

し
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
業
界
関

係
者
は
暦
通
り
で
、
筆
者
も
掃

除
や
年
賀
状
の
返
信
、
墓
参
り

な
ど
新
年
の
準
備
と
用
事
を
済

ま
せ
た
だ
け
。
新
年
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
特
に
何
か
が
変

わ
っ
た
感
覚
は
な
い
。
大
発
会

か
ら
３
日
間
の
取
引
も
、
米
イ

ン
フ
レ
動
向
と
日
銀
政
策
修
正

を
警
戒
し
な
が
ら
の
前
年
末
相

場
の
延
長
戦
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

　

た
だ
、
今
年
は
ど
こ
か
で
イ

ン
フ
レ
を
克
服
し
て
相
場
が
大

転
換
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
っ

て
く
る
。
そ
の
時
へ
万
全
の
備

え
を
し
て
お
き
た
い
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


